




4│世界史のしおり　2019③

９．指導（次項を参照）

今回のような授業を行う際に，もしくは行った
あとに注意すべきことがある。それは，ヒトラー
（ナチ党）を無批判に，場合によってはおもしろ
がってまねをする生徒が出る可能性である。
数年前，あるアイドルグループがナチ党の軍服
を連想させる衣装を着て国際的に批判を浴びた。
日本の漫画や映画，ポップスなどがナチスの文化
を好んで用いる傾向（いわゆる「ナチカル」）には，
国際的に厳しい目が注がれていることを伝えたい。
ファシズム（ナチ党，ヒトラー）の危険性につ
いては，ホロコーストとともに扱うことが多いと
思うが，今回の授業案のなかには，ホロコースト
は出てこない。教科書では，一般的にホロコース
トはもう少しあとで扱われている。しかし，授業
で静止画よりも印象が強い動画を見せることで，
生徒がまねをするようなことにならないよう，
ファシズムの危険性についてはこの授業のなかで
もしっかりと指導しておきたい。

近年は，授業１時限が50分とは限らない。筆者
が在籍したなかでも65分授業の高校があった。こ
こまでの内容では時間が余る場合もあると思うの
で，その場合には関連した内容を扱いたい。
１つ目はメディアによる演出である。エスカリ
エp.215「メディアによる演出を重視したヒト
ラー」で取りあげられているのは，有名な聖火リ
レーである。オリンピック会場に聖火をともすこ
とは1928年のアムステルダムオリンピックから行
われていたが，アテネからの聖火リレーを行った
のは1936年のベルリンオリンピックが初めてであ
る。そして，現在でもオリンピックを盛り上げる
一大イベントになっている。
なお，なぜ「火」が大切かということについて
は，生徒から質問が出たときのために，ギリシア
神話において人類に火をもたらしたとされている
プロメテウスの話は調べておきたい。
２つ目は，当時と現在のメディアの比較である。

注意点：まねさせない3

時間の余裕があれば…4

ヒトラーは演説内容を国民に届けるために，どの
ようなツールやメディアを活用しただろうか。で
は，IS（「イスラム国」）は何を活用したか，また
それはなぜかといったことを考えさせてみたい。
参考　ICT関係のメディア年表

初めに書いたように，筆者は現役ではない。よっ
て実践報告ではないが経験を生かして生徒および
担当者の個性に応じてアレンジできる案の作成を
心がけた。活用していただければ幸いである。
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ウィンドウズ95発売
ミクシィ運営開始
フェイスブック創設
ユーチューブ設立
ツイッターサービス開始
インスタグラム（写真共有アプリケーション）
リリース
スマートフォン　日本での普及率71.8％

終わりに5
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・高田博行『ヒトラー演説─熱狂の真実』（中央公論新社，
2014年）
・石田勇治『ヒトラーとナチ・ドイツ』（講談社，2015年）
・監督／脚本：デヴィッド=ヴェンド『帰ってきたヒトラー』
（2016年）

『明解世界史図説エスカリエ　十一訂版』p.215「メディ
アによる演出を重視したヒトラー」写真：Getty Images


